
記者発表資料 平 成 ２ ４ 年 １ 月 ６ 日
国土交通省 青森河川国道事務所

岩木川・馬淵川防災パネル展の開催について

平成２３年に発生した大災害
～この記憶を風化させない～

平成２３年は、３月１１日に発生した東日本大震災、９月に発生した台風
１５号に伴う馬淵川洪水、７～８月に発生した岩木川渇水など多くの自然災
害に見舞われた年となりました。国土交通省青森河川国道事務所では、これ
ら大震災・洪水・渇水の教訓を地域・世代を超えて共有化し、防災意識の向
上を図ることが重要と考えております。

このため、平成２３年に発生した大震災・洪水・渇水に関する防災パネル
展を下記のとおり開催します。

また、このパネル展について、ご来場いただいた皆様からのご意見・ご感
想をいただき、今後の防災行政の参考とするための「アンケート調査」もあ
わせて実施します。

記
■ 日時・場所
・1月11日（水）12:00～1月12日（木）19:00 エルムホール（五所川原市）
・1月13日（金）pm～1月17日（火）am 八食センター 厨広場
・1月17日（火）pm～1月20日（金）pm 三戸町役場 １階ロビー
・1月23日（月）pm～1月30日（月）am 南部町南部分庁舎 １階ロビー
・2月15日（水）pm～2月22日（水）am 田舎館村役場 １階ロビー
・3月5日（月）～3月12日（月）（予定）イオンモールつがる柏（つがる市）

■ 内 容
・「東日本大震災」のパネル展示（全会場展示）
・「台風１５号に伴う馬淵川洪水」のパネル展示（八食センター、三戸町、南部町会場

展示）
・「岩木川夏季渇水」のパネル展示（エルムホール、田舎館村、イオンモールつがる柏

会場展示）
・災害時に役立つ「防災グッズ」の展示（エルムホール、イオンモールつがる柏会場

展示）
・「来場者アンケート」の実施（全会場実施）

記者発表先：青森県政記者会、建設関係専門紙、津軽新報社

【問い合わせ先】
国土交通省 東北地方整備局 青森河川国道事務所

住所：青森市中央三丁目２０－３８
電話：０１７－７３４－４５２１（代表）
副所長（河川） 小山 幸男（内線２０４）
調査第一課長 福田 修 （内線３５１）



「 平成23年に発生した大災害 」
～防災パネル展についてのアンケート調査～

平成２３年は、３月１１日に発生した東日本大震災、９月に発生した台風１５号に伴う馬淵

川洪水、７～８月に発生した岩木川渇水など多くの自然災害に見舞われた年となりました。

国土交通省青森河川国道事務所では、これら大震災・洪水・渇水の教訓を地域・世代を超え

て共有化し、防災意識の向上を図ることが重要と考えております。このため、平成23年に発

生した大震災・洪水・渇水の「防災パネル展」を開催しております。

この取り組みについて、ご来場頂いた皆様からの、ご意見、ご感想を頂き、今後の防災行政

にむけての参考にさせて頂きたいと考えております。ご協力をよろしくお願いします。

問１ 今回のパネル展をみて、どのように思われましたか。
１．大変有意義であった ２．あまり有意義ではなかった ３．どちらとも言えない

問２ 今回のパネル展で「良かった」または「悪かった」点をお知らせ下さい。
(例：○○のパネルが欲しい、身を守る対策をもっと教えて、小さな災害も取り上げて、子供向けの内容も欲しい）

良かった点：

悪かった点：

問３ 今回のパネル展を見て防災意識の変化がありましたか。
1．大きな変化があった ２．特に感じない ３．常に意識している

問４ それはどういった理由ですか、具体的に記述願います。

問５ 今後、常に防災意識を高めていくためには、どのような取り組みが必要ですか。
１．防災パネル展等、過去の災害履歴の紹介

２．「洪水危険地域」や、「災害危険箇所」についての資料の常設（役場等）

３．シンポジウム等のイベントによる災害意識の高揚活動

４．市広報紙による繰り返しのお知らせ

５．地区単位など小規模な防災訓練を定期的に行う

６．その他（具体に記入 ）

問６ 今回のパネル展をどうやって知りましたか。
１．市や町の広報 ２．新聞 ３．この場所に来て知った

４．友人・知人から聞いた

問7 あなた自身について
Ａ．ご年齢 ～２０才代 ３0才代 ４0才代 ５0才代 60才代 ７０才代以上

Ｂ．お住まい １．県内（ 市町村） ２．県外（市町村名： ）

Ｃ．性 別 ２．女性 2.男性

今回の取り組みについて、ご意見・ご感想をお聞かせ下さい

～ ご協力ありがとうございました ～


